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【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー無機ナノ粒子であって、前記ポリマー無機ナノ粒子は、１つまたは複数のポリ
マーに共有結合した１つの無機ナノ粒子を含み、前記１つまたは複数のポリマーは、モノ
マー組成物のモノマーに由来する単位を含み、前記モノマー組成物は、
　ａ）モノマーａ）として、式（Ｉ）
【化１】

［式中、
Ｒは、ＨまたはＣＨ３であり、
０≦ｈ≦２であり、
Ｓｉ（Ａ）ｈ（Ｘ）３－ｈは、シラン官能基であり、
Ａは、分岐鎖または非分岐鎖のＣ１～Ｃ４アルキル基であり、
Ｂは、分岐鎖または非分岐鎖の、脂肪族、芳香族または脂肪族－芳香族混合型のＣ１～Ｃ
３０炭素系基であり、
Ｘは、Ｈ、Ｃｌまたは基ＯＹから選択され、ここで、Ｙは、Ｈであるか、または分岐鎖も
しくは非分岐鎖のＣ１～Ｃ３０アルキル基、アルケニル基、アリール基もしくはアラルキ
ル基、分岐鎖もしくは非分岐鎖のＣ２～Ｃ３０アルキルエーテル基、または分岐鎖もしく
は非分岐鎖のＣ２～Ｃ３０アルキルポリエーテル基、またはそれらの混合物である］の１
つまたは複数の化合物を、モノマー組成物の全質量に対して２質量％～３５質量％と、
　ｂ）モノマーｂ）として、
　　ｂ１）式（ＩＩ）

【化２】

［式中、
Ｒは、水素またはメチルであり、Ｒ１は、１～８個の炭素原子を有する直鎖、分岐鎖また
は環状アルキル基を意味する］の１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートモノマ
ーを、モノマー組成物の全質量に対して０～３０質量％、
　　ｂ２）式（ＩＩＩ）
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【化３】

［式中、
Ｒは、水素またはメチルであり、Ｒ２は、９～１５個の炭素原子を有する直鎖、分岐鎖ま
たは環状アルキル基を意味する］の１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートモノ
マーを、モノマー組成物の全質量に対して４０～９９．９質量％、
　　ｂ３）式（ＩＶ）
【化４】

［式中、
Ｒは、水素またはメチルであり、Ｒ３は、１６～４０個の炭素原子を有する直鎖、分岐鎖
または環状アルキル基を意味する］の１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートモ
ノマーを、モノマー組成物の全質量に対して０～７０質量％
から選択される１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートと
を含み、
　前記モノマー組成物は、モノマーｂ２）またはｂ３）またはこれらの混合物を、モノマ
ー組成物の全質量に対して少なくとも５０質量％含み、
　モノマーａ）、ｂ１）、ｂ２）およびｂ３）の量は、モノマーａ）、ｂ１）、ｂ２）お
よびｂ３）の合計が１００質量％になるように選択されており、
　前記１つまたは複数のポリマーは、５０００ｇ／モル～２０００００ｇ／モルの質量平
均分子量を有しており、かつ
　各ポリマーのモノマー（ａ）に由来する少なくとも２つの単位が前記無機ナノ粒子に共
有結合している、ポリマー無機ナノ粒子。
【請求項２】
　前記式（Ｉ）の化合物は、３－（トリエトキシシリル）プロピルメタクリレート、３－
（トリメトキシシリル）プロピルメタクリレートまたは３－（トリクロロシリル）プロピ
ルメタクリレートから選択される、請求項１記載のポリマー無機ナノ粒子。
【請求項３】
　前記モノマー組成物は、２－（ジメチルアミノ）エチルメタクリレート、ジメチルアミ
ノプロピルメタクリルアミドおよびそれらの混合物からなる群から選択されるコモノマー
をさらに含む、請求項１または２記載のポリマー無機ナノ粒子。
【請求項４】
　前記無機ナノ粒子は、金属酸化物ナノ粒子、金属酸窒化物ナノ粒子、金属酸炭化物ナノ
粒子、非金属酸化物ナノ粒子およびそれらの混合物からなる群から選択される、請求項１
から３までのいずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子。
【請求項５】
　前記無機ナノ粒子は、ＳｉＯ２またはＴｉＯ２から選択される、請求項１から４までの
いずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子。
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【請求項６】
　前記１つまたは複数のポリマーは、モノマー組成物のモノマーに由来する単位を含み、
前記モノマー組成物は、
　ａ）モノマーａ）として、式（Ｉ）
【化５】

［式中、
Ｒは、ＨまたはＣＨ３であり、
０≦ｈ≦２であり、
Ｓｉ（Ａ）ｈ（Ｘ）３－ｈは、シラン官能基であり、
Ａは、分岐鎖または非分岐鎖のＣ１～Ｃ４アルキル基であり、
Ｂは、分岐鎖または非分岐鎖の、脂肪族、芳香族または脂肪族－芳香族混合型のＣ１～Ｃ
３０炭素系基であり、
Ｘは、Ｈ、Ｃｌまたは基ＯＹから選択され、Ｙは、Ｈであるか、または分岐鎖もしくは非
分岐鎖のＣ１～Ｃ３０アルキル基、アルケニル基、アリール基もしくはアラルキル基、分
岐鎖もしくは非分岐鎖のＣ２～Ｃ３０アルキルエーテル基、または分岐鎖もしくは非分岐
鎖のＣ２～Ｃ３０アルキルポリエーテル基、またはそれらの混合物である］の１つまたは
複数の化合物を、モノマー組成物の全質量に対して２～３５質量％と、
　ｂ２）第１のモノマーｂ）として、式（ＩＩＩ）

【化６】

［式中、
Ｒは、水素またはメチルであり、Ｒ２は、９～１５個の炭素原子を有する直鎖、分岐鎖ま
たは環状アルキル基を意味する］の１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートモノ
マーを、モノマー組成物の全質量に対して４０質量％～９９．９質量％と、
　ｂ３）第２のモノマーｂ）として、式（ＩＶ）

【化７】

［式中、
Ｒは、水素またはメチルであり、Ｒ３は、１６～４０個の炭素原子を有する直鎖、分岐鎖
または環状アルキル基を意味する］の１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートモ
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ノマーを、モノマー組成物の全質量に対して０質量％～７０質量％と
を含み、
　前記モノマー組成物は、モノマーｂ２）もしくはｂ３）のいずれかまたは双方の混合物
を、モノマー組成物の全質量に対して少なくとも５０質量％含み、
　モノマーａ）、ｂ２）およびｂ３）の量は、モノマーａ）、ｂ２）およびｂ３）の混合
物の合計が１００質量％となるように選択されている、請求項１から５までのいずれか１
項記載のポリマー無機ナノ粒子。
【請求項７】
　前記モノマーｂ）は、
　ｂ１）式（ＩＩ）の１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートモノマーを、モノ
マー組成物の全質量に対して０～５質量％と、
　ｂ２）式（ＩＩＩ）の１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートモノマーを、モ
ノマー組成物の全質量に対して４０～７５質量％と、
　ｂ３）式（ＩＶ）の１つまたは複数のアルキル（メタ）アクリレートモノマーを、モノ
マー組成物の全質量に対して５～５０質量％と
を含む、請求項１から５までのいずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子。
【請求項８】
　前記１つまたは複数のポリマーは、シラン含有連鎖移動剤に由来するポリマー鎖末端を
含む、請求項１から７までのいずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子。
【請求項９】
　前記１つまたは複数のポリマーは、５０００～１２００００ｇ／モルの質量平均分子量
を有する、請求項１から８までのいずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子。
【請求項１０】
　前記無機ナノ粒子と、前記無機ナノ粒子に共有結合している前記１つまたは複数のポリ
マーとの質量比は、１：０．０２～１：１の範囲にある、請求項１から９までのいずれか
１項記載のポリマー無機ナノ粒子。
【請求項１１】
　請求項１から１０までのいずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子の製造方法であって
、
　（ｉ）第１の工程として、請求項１から１０までのいずれか１項記載の式（Ｉ）のモノ
マーａ）と、モノマーｂ）とを含むモノマー組成物を重合させることによりポリマーを製
造する工程と、
　（ｉｉ）第２の工程として、工程（ｉ）の前記ポリマーを無機ナノ粒子と共有結合させ
る工程と
を含む、方法。
【請求項１２】
　前記工程（ｉｉ）の反応を、基油または有機溶媒中で行う、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記工程（ｉｉ）を、４０００ｒｐｍ超の高速での混合と、任意に超音波処理とにより
行う、請求項１１または１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記工程（ｉ）の重合を、反応性シラン含有連鎖移動剤を使用して行う、請求項１１か
ら１３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１から１０までのいずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子を含む濃縮物であっ
て、前記ポリマー無機ナノ粒子が基油または有機溶媒中に前記濃縮物の全質量に対して１
０～９０質量％分散されている、濃縮物。
【請求項１６】
　請求項１から１０までのいずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子を含む、粉末。
【請求項１７】
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　無機ナノ粒子を潤滑油中に分散させる方法であって、前記無機ナノ粒子を１つまたは複
数のポリマーに共有結合させて、請求項１から１０までのいずれか１項記載のポリマー無
機ナノ粒子が得られることを含む、方法。
【請求項１８】
　摩擦および／または摩耗を低減させるための、潤滑油配合物における請求項１から１０
までのいずれか１項記載のポリマー無機ナノ粒子の使用。
【請求項１９】
　前記潤滑油配合物が、自動変速機油、無段変速機油、エンジンオイル、ギヤオイル、作
動油またはグリースである、請求項１８記載の使用。
【請求項２０】
　前記潤滑油配合物が、潤滑油配合物の全質量に対して、請求項１から１０までのいずれ
か１項に記載のポリマー無機ナノ粒子を０．０１～９．９９質量％含む、請求項１８また
は１９に記載の使用。
【請求項２１】
　前記潤滑油配合物が、潤滑油配合物の全質量に対して、少なくとも１つの基油を５０～
９９．９９質量％含む、請求項１８から２０までのいずれか１項に記載の使用。
【請求項２２】
　潤滑剤組成物の流動点を降下させるための、請求項７記載のポリマー無機ナノ粒子の使
用。
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